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法 律 相 談
日常生活上のもめごとや法律上
の手続きなどについて、弁護士が
相談に応じます。毎週木曜日…区
役所区民相談室。毎月第三水曜日
…第二庁舎。時間はいずれも午後
1時～4時。受付は満員になり次
第締切ります。

区
内
を
南
北
に
は
し
る
幹
線
道
路

放
射
1
1号
線
の
工
事
す
す
む

完
成
は
昭
和
5
2年
度
の
予
定

現
在
、区
内
を
南
北
に
走
る
幹
線
道
路
は
、放
射
匸
一
号
線
(
通
称
日
光
街
道
)
た
だ
ひ
と
つ
で
す
。そ
の
た
め
、

朝
夕
の
ラ
ア
て

時
に
は
、
ひ
ど
い
交
通
渋
滞
を
招
い
て
い
ま
す
。
特
に
、
千
住
新
橋
、
宮
元
町
交
差
点
な
ど
は
、
都

内
で
も
名
だ
た
る
渋
滞
箇
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
、
放
射
一
一
号
線
の
工
事
が
、
現
在
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

放
射
一
一
号
線
は
、
台
東
区
根
岸
を

起
点
と
し
て
い
ま
す
。
隅
田
川
に
か
か

る
尾
久
橋
か
ら
区
内
に
は
い
り
、
本
木

町
五
丁
目
・
高
野
町
を
通
り
、
環
七
を

横
切
り
、
現
在
計
画
申
の
舎
人
森
林
公

閖
を
抜
け
、
舎
人
地
区
を
終
点
と
す
る

道
路
で
す
。
幅
員
は
二
十
五
封
。

放
射
線
と
い
う
の
は
、
都
心
か
ら
三

多
摩
お
よ
び
県
外
を
結
ぶ
放
射
線
型
の

都
市
計
画
街
路
の
こ
と
で
、
現
在
、
都

で
は
、
放
射
碎
を
三
十
六
本
定
め
て
い

ま
す
。区
内
で
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、

さ
き
の
放
射
匸
一
号
線
と
こ
の
放
射
一

一
号
線
の
二
本
で
す
。

急ピッチで工事のすすむ本木橋梁

放
射
一
二
号
線
(
日
光
街
道
)
の

ラ
ッ
シ
ュ
の
緩
和
の
た
め
に

工
事
計
画
は
…
…

全
線
が
ほ
ぼ
完
成
す
る
の
は
、
昭
和

五
十
二
年
度
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

尾
久
橋
の
幅
員
は
、
現
在
よ
り
広
が

り
五
十
一
年
度
に
は
二
十
五
び
に
な
り

ま
す
。
荒
川
に
か
け
る
橋
の
工
事
は
、

現
在
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
工
事

は
、
本
木
橋
梁
工
事
と
い
わ
れ
、
五
十

年
度
完
成
の
予
定
で
す
。
ま
た
、
荒
川

か
ら
環
状
七
号
線
ま
で
は
、
五
十
一
年

度
完
成
を
目
指
し
、
買
収
お
よ
ひ
工
事

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
環
状
七
号
線
以

北
で
禰
助
二
九
四
号
線
ま
で
は
、
四
十

九
年
度
、
補
助
二
九
四
号
線
以
北
で
舎

人
区
画
盤
理
事
業
区
域
内
は
、
区
画
整

理
事
業
の
完
成
と
合
わ
せ
て
、
五
十
二

年
度
ご
ろ
完
成
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
舎
人
地
区
区
画
整
理
事
畜

区
域
の
北
側
は
、
計
画
決
定
の
段
階
で

す
の
で
、
ま
だ
完
成
年
度
は
、
は
っ
声

り
し
て
い
ま
せ
ん
。

首
都
高
速
六
号
線

と
は
…
…

区
の
お
知
ら
せ
二
月
二
十
日
号
で
す

で
に
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
首
都
高

速
六
号
線
の
葛
飾
・
川
口
線
の
工
事
も

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
千
住
新
橋
か

ら
上
流
の
完
成
年
度
は
五
十
三
年
度
の

予
定
。

本
木
橋
梁
工
事
の
行
な
わ
れ
て
い
る

部
分
は
、千
住
新
橋
と
同
様
、一
番
下

に
禰
助
二
三
号
線
(
幅
員
十
五
メ
ー
ト
ル
)
、

次
に
放
射
一
一
号
線
、
一
番
上
に
高
速

六
号
線
(
幅
員
十
八
メ
ー
ト
ル
)
と
三
段
の
立

体
交
差
に
な
り
ま
す
。

環

七

部

分

は

…

…

放
射
一
一
号
線
と
環
状
七
号
線
が
交

差
す
る
地
点
は
、あ
み
だ
橋
交
差
点
の

西
側
約
三
百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
す
。こ
こ

は
、
立
哨

差
に
な
り
、
環
状
七
号
線

が
放
射
二

号
線
の
上
を
通
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
工
事
は
、
今
年
度
中

に
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

工
事
に
ご
協
力
を
…

こ
の
道
路
が
完
成
す
る
と
、
放
射
一

二
号
線
の
交
通
渋
滞
も
相
当
緩
和
さ
れ

る
こ
と
で
し
さ
つ
。
な
お
、
工
事
期
間

中
は
、
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

尾
久
橋
関
係
は
、
第
六
建
設
事
務
所
を
(
(

一
丁

一
一
五
一
、
本
木
橋
梁
工
事

関
係
は
、
第
五
建
設
事
務
所
曾
六
九
二

-
四
六
五
一
、
荒

川
の
左
岸
か
ら
補

助
二
九
四
号
線
ま

で
は
、
第
四
特
定

街
路
建
設
市
務
所

営
(
(
(
-
四
一

九
一
、
舎
人
地
区

区
画
整
理
事
業
関

係
区
域
内
は
、
第

二
区
画
整
理
事
務

所
曾
(
(
一
!
(

三
九
一
へ

ど
う

ぞ
。

案 内 図

「
足
立
区
展
」作
品
募
集

ふ
る
っ
て
ご
参
加
を

区
と
区
教
育
委
貝
会
で
は
次
の
と
お

り
、
第
七
回
足
立
区
展
を
鬨
催
し

ま

す
。一

般
公
募
で
す
か
ら
、
日
ご
ろ
の
作

品
を
ふ
る
っ
。で
発
渮
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
多
致
の
ご
む
I加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
展
覧
期
間

洋
画
・
彫
塑
の
部

七
月
二
十
三
臼
(
月
)
!
一
十
(
日
(

古

書
道
の
部

七
月
三
十
日
(
月
)
?
(
月
四
日
(

土
)

展
覧
時
間
は
乍
前
九
時
～
午
後
六
曝

ま
で
。
た
だ
し
、
洋
画
・
彫
塑
展
の
冊

終
日
は
午
後
二
時
、
書
道
展
の
最
終
回

は
午
後
三
時
ま
で
。

■
会
場

区
役
所
七
階
大
会
議
室

■
応
募
資
格

区
内
在
庄
・
在
勤
・
配
学
の
方

■
搬
入
日
時
・
場
所

洋
画
・
彫
戴
=
七
月
二
十
一
日
(
土
)

午
前
九
時
?
午
後
七
時

書
道
―
七
月
二
十
(
日
(
占
午
前
九

時
～
正
午

場
所
は
、
区
役
所
七
階

■
搬
出
日
時
・
場
所

洋
画
・
彫
磧
―
七
月
二
十
(
日
(
土
)

午
後
二
時
～
七
時

書
道
=
八
月
四
日
(
土
)
午
後
三
時
?

五
時

場
所
は
、
区
役
所
七
階

く
わ
し
く
は
、
区
教
育
委
員
会
文
化

係
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

写
真
は
昨
年
の
区
展
風
景

国
民
年
金保

険
料
を
免
除

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
、
か
け
金
を
納

め
ら
れ
な
い
方
は
、
免
除
の
申
謂
を
し

て
く
だ
さ
い
。

納
め
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
全
期
間
免
除

で
も
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
す
。た
だ
し
、

こ
の
期
間
は
年
金
額
が
三
分
の
一
と
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
は
、
四
十
(
年
七

月
三
十
一
日
ま
で
に
免
除
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
障
害
福

祉
年
金
、
母
子
福
祉
年
金
を
受
け
て

い
る
と
き

一
气

生
活
保
謾
法
に
よ
る
生
活
扶
助
、

医
療
扶
助
、
教
育
扶
助
を
受
け
て
い

る
と
き

一
三
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
大
変
困

難
で
あ
る
と
き

手
続
き
は
、
区
役
所
国
民
年
金
課
ま

た
は
、
各
出
張
所
へ
印
鑑
と
手
帳
を
持

っ
て
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽

△
▽

△

▽

△

補
助
金
を
支
給

心
身
障
害
者
用

自
動
車
の
調
整
に

都
で
は
、
次
の
要
領
で
心
身
障
害
者

用
自
動
車
の
点
火
装
置
調
整
に
要
し
た

経
費
を
補
助
い
た
し
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
躇
I

等
を
公
害
局
か
ら
直
接
お
送
り
し
て

あ
り
ま
す
が
、
届
い
て
い
な
い
方
に
対

し
て
は
、
区
役
所
公
害
課
に
書
類
一
式

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
補
助
対
象
者

都
内
在
住
の
心
身
障
害
者
お
よ
ぴ
そ

の
人
と
生
計
を
共
に
す
る
人
で
、
心

身
障
害
者
の
た
め
に
自
動
車
を
所
有

す
る
人
(
い
づ
れ
も
自
動
車
税
ま
か

は
軽
自
助
車
税
の
減
免
有
賢
格
者
に

限
る
)

二
、
補
助
限
度
額

一
台
あ
た
り
、
二
千
円
以
内

三
、
受
付
期
間

七
月
三
十
一
日
ま
で

四
、
申
請
と
問
い
合
わ
せ
先

公
害
局
防
止
助
成
都
助
成
課
営
ニ
-

四
一

七
四
一
一
内
線
二
二
五

区営プールを開場…
… 7 月1 日から

区
営
プ
ー
ル
は

次
の
五
か
所
で
オー

プ
ン
し
ま
す
。

▽
千
住
公
園一
千

住
大
川
町
三
五

上
▽
千
住
旭
公
園
-

千
住
旭
町
三
〇

上
▽
中
郷
公
園
1
西

新
井
一
丁
目
二

九
-
一
五

▽
大
谷
田
南
公
園
-
中
川
四
丁
目
四

ニ
-
-

▽
区
体
育
館
1
中
央
本
町
一
丁
目

】

七
一

二

開
般
期
間
l
七
月
一
日
?
{

月
三

十
}
日

時
間
―

午
前
九
時
?
午
後
六
時
、

た
だ
し
、
体
育
館
プ
ー
ル
は
、
平
日

は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
。

入
場
料
=
一
時
間
お
と

な
二
十

円
、
中
学
生
以
下
十
円
。
た
だ
し
体

育
館
は
高
校
生
以
下
十
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
公
園
プ
ー
ル
に

つ
い
て
は
区
役
所
公
園
課
管
理
係

へ
。
体
育
館
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
区

体
育
館
営
(
(
六
士
(
○
一
三
へ
ど

う
ぞ
。■

都
住
入
居
者

募
集
中

(
地
元
割
当
)

用
紙
の
交
付
は

6
月
2
3日
ま
で

戸
籍
手
数
料
が

変
わ
り
ま
す

こ
の
た
ぴ
、手
数
料
令
が
改
正
さ
れ
、

七
月
一
日
か
ら
戸
箱
手
数
料
が
次
の
よ

う
に
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

戸
籍
謄
・
抄
本
　
　
　

一
枚
七
十
円

除
籍
謄
・
抄
本
　
　
　
}

枚
七
十
円

戸
籍
記
載
事
項
証
明
　
　

一
通
七
十
円

黔
届
番
受
理
証
明
一
　
　

一
通
七
十
円

戸
輜
の
閲
覧
　
　
　
　

一
件
七
十
円

婚
姻
届
受
理
証
明
(
上
質
紙
)

一
通
五
百
円

区民福祉センター・児童館・図書館だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
六
〇
五
一
七
一
〇
一

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
つ
ど
い
　
六
月
二
十
三
日
(
土
)
午
後
二
時

■
老
人
将
棋
大
会
　
六
月
二
十
四
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分
1
区

内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
で
、
定
員
は
五
十
名

■
夏
も
の
の
着
付
け
教
室
　
七
月
三
日
(
火
)
午
前
十
時

将
棋
大
会
と
着
付
け
教
室
の
申
込
み
は
、直
接
セ
ン
タ
ー
事
務
宣
へ

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(
九
上
四
(
四

■
老
人
無
料
指
圧
　
六
月
二
十
三
日
(
土
)
午
前
九
時
-
定
貝
七
十

名
整
理
券
は
セ
ン
タ
ー
事
務
室
で
お
渡
し
し
ま
す

■
老
人
慰
安
民
謡
大
会
　
六
月
二
十
四
日
(
日
)
午
前
十
時

■
紙
人
形
教
室
　
六
月
二
十
七
日
(
水
)
午
後
一
時
先
着
二
十
名

い
ず
れ
も
区
内
在
恬
(
十
歳
以
上
の
方
が
対
象

■
親
と
子
の
映
画
会
　
七
月
盲
(
日
)
午
前
十
時
・
午
後
一
時
三

十
分
・
午
後
三
時
-
「
橋
の
な
い
川
」

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
九
七
-
五
〇
二
(

■
が
ら
く
た
工
作
　
六
月
二
十
日
(
水
)
午
後
二
時

■
ミ
ラ
ク
ル
粘
土
工
作
　
一
(
月
二
十
三
日
(
古
午
後
二
時

■
七
夕
飾
り
作
り
　
七
月
一
日
(
日
)
・
四
日
(
水
)
午
後
十
時

■
児
重
卓
球
大
会
　
七
月
一
日
(
日
)
午
前
九
時
三
十
分
定
員
小

学
生
五
十
名
中
学
生
三
十
名
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
申
込

み
は
、セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
八
一
〒
二
七
六
五

■
老
人
囲
碁
大
会
　
六
月
二
十
七
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
先

着
四
十
名
(
締
切
り
二
十
四
日
)
申
込
み
は
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ

■
民
謡
教
室
　
六
月
二
十
一
日
(
木
)
午
後
】時
三
十
分

い
ず
れ
も
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
が
対
象

■
子
ど
も
映
画
会
　
七
月
一
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
-
「海
底

少
年
マ
リ
ン
」
。
「お
か
し
な
お
か
し
な
星
の
国
」

〈各
セ
ン
タ
ー
と
も
教
材
費
を
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
〉

□
西
伊
興
児
童
館
　
(
九
七
上
(
九
四
(

■
子
ど
も
映
画
会
　
六
月
二
十
四
日
(
日
)
午
後
二
時
・
・
・
醜
の
子
太
郎

■
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
染
色
し
ま
し
ょ
う
　
六
月
三
十
日
(
土
)
午

後
二
時
…
申
込
み
は
事
務
室
へ

先
着
十
五
名
。

■
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　

九
二
〒
三
四
三

<
児
重
館
>

■
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会
　
六
月
二
十
日
(
水
)
午
後
三
時

■
子
ど
も
映
画
会
　
六
月
二
十
四
日
(
日
)
午
後
二
時

■
工
作
教
室
〈木
製
ヨ
ッ
卜
〉六
月
三
十
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

<
老
人
館
〉

■
映
画
会
　
六
月
二
十
日
(
水
)
午
後
一
時

■
老
人
の
演
芸
大
会
　
六
月
三
十
日
(
土
)
午
後
二
時
・
・
。お
話
・
手

品

。自
作
映
画
な
ど

華
道
教
室
・
茶
道
教
室
を
計
画
中
で
す
。
対
象
は
区
内
在
住
六
十
歳

以
上
の
方
。
参
加
希
望
者
は
事
務
室
ま
で

。

費
用
は
無
料

□
図
書
館
の
催
し
物

■
子
ど
も
映
画
会
　
中
央
図
書
館
一
七
月
一
日
(
日
)
午
前
十
一
時

・
午
後
二
時
各
三
十
分
前
に
整
理
券
を
配
布
千
住
図
一
館
I
毎

週
日
昭
日
午
前
九
時
三
十
分
宮
城
図
一
館
上
(
月
二
十
三
日
(
土
)

午
後
二
時
、新
田
図
書
館
一
六
月
二
十
三
日
(
土
)
午
後
二
時

<
各
施
設
と
も
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
〉

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7101　西部福祉事務所897- 5011



昭 和48 年6 月20 日 区 の お 知 ら せ 第293 号( 2)

家

庭
去
る
五
月
、
足
立
区
児
竃
生
徒
健
全
指
4
委
員
会

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
青
成
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

「
講
演

」(

要
旨
)

家
庭
教
育
に
望
む

鬼
怒
川
学
園
長
　
山

内

一
郎

1
　
情
緒
の
安
定
を

は
か
る

情
緒
安
定
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
に
も
っ
と
も
必
要
な
こ
と
で

あ
り
、
情
緒
安
定
を
図
る
条
件
と
し

て
は
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
自
分
に
頼
り
に
な
る
人
が
い
る

普
通
頼
り
に
な
る
人
は
、
父
母
で

あ
り
、
特
に
、
幼
児
期
少
年
期
は
母

羈
の
愛
情
が
必
要
で
す
。
母
親
の
無

理
解
に
よ
っ
て
非
行
に
は
し
る
少
年

が
多
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

2
2
自
分
に
仲
間
が
い
る

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
は
情
緒
安
定
は

で
き
ま
せ
ん
。
良
一
一
冊
よ
り
も
友

を
も
つ
こ
と
の
方
が
よ
い
。

③
自
分
が
愛
す
る
対
象
を
も
つ

か
わ
い
が
ら
れ
る
だ
け
の
立
場
の

子
は
情
緒
安
定
は
で
き
ま
せ
ん
。
ひ

と
り
っ
子
で
、
愛
す
る
対
象
を
も
た

な
い
子
は
不
幸
で
す
。
愛
す
る
対
象

は
助
物
で
も
よ
い
の
で
す
。

2
　生
活
に
リ
ズ
ム

を
も
た
せ
る

だ
ら
し
な
い
家
庭
、
規
律
正
し
く

な
い
家
庭
こ
そ

、非
行
の
温
床
で
す
。

夏
休
み
中
、
子
ど
も
が
ぼ
け
る
の

は
家
庭
に
学
校
ほ
ど
の
生
陋
リ
ズ
ム

が
な
い
か
ら
で
す
。
人
間
は
リ
ズ
ム

を
忘
れ
る
と
ぽ
け
る
、
ぽ
け
た
子
は

不
良
に
な
り
や
す
い
。
せ
め
て

、
お

き
る
時
間
と
ね
る
時
間
ぐ
ら
い
は
、

決
め
て
守
ら
せ
る
べ
き
で
す
。

3
　
心
の
ゆ
た
か
さ

を
養
う

非
行
少
年
の
特
徴
と
し
て

①
知
能
は
や
や
低
い
I
Q
8
0

②
9
0

仭
行
動
能
力
は
ふ
つ
う

③
情
緒
性
が
非
常
に
低
い

こ
の
情
緒
性
は
、
か
ん
た
ん
に
教

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
家
庭
に
お
け
る
円
滑
な
人
間
関

係
、
ふ
ん
い
気
が
問
題
で
す
。

よ
い
こ
と
、
わ
る
い
こ
と
と
い
う

の
は
、
知
っ
て
い
る
か
ら
や
る
も
の

で
は
な
く
、
行
為
は
学
問
と
は
無
関

係
で

、
自
然
に
他
人
に
接
す
る
こ
と

か
ら
築
か
れ
、
身
に
つ
い
て
い
く
も

の
で
す
。
だ
か
ら
、
家
庭
の
生
活
こ

そ
大
切
な
の
で
す
。
そ
こ
に
こ
そ
、

情
緒
性
す
な
わ
ち
人
間
性
が
育
っ
て

い
く
土
壌
が
あ
る
の
で
す
。

人
間
の
価
値
は
心
で
あ
り
、
情
操

で
す
。
そ
し
て
、
情
操
教
育
は
家
庭

が
主
と
な
る
も
の
で
す
。

思
い
や
り
の
心
な
ど
も
、
教
え
ら

れ
て
身
に
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
経
験
体
験
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

身
に
つ
く
も
の
で
す
。家
庭
の
中
で
、

自
然
に
教
青
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
だ
け
に
親
の
心
が
子
ど
も

の
成
長
に
栄
養
と
な
っ
て
い
く
の
で

す
。
理
屈
で
育
て
る
の
で
な
く
心
で

育
て
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

最
近
、
何
事
も
金
銭
で
解
決
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
心
で
決
め

る
こ
と
の
習
慣
が
築
か
れ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
母
親
の
手
作
り
の
弁
当
、

つ
ぎ
の
当
っ
た
I
物
と
い
う
以
前
の

母
親
の
姿
を
思
い
お
こ
し
、
子
ど
も

に
親
の
ぬ
く
も
り
が
通
じ
る
よ
う
に

し
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

人
間
は
本
能
だ
け
で
勣
く
と
非
行

化
し
ま
す
。
人
間
の
本
当
の
行
為
は

心
で
勵
く
も
の
で
す
。
心
を
育
て
、

情
操
を
育
て
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

足
立の
史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
2
7
)

―
―
千
住
二
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
二
―
―

勝
山
準
四
郎

旧
遍
の
西
側
中
程
の
参
道
を
進
む
と
勝
専
寺
で

あ
る
。
今
も
残
る
山
門
両
側
の
赤
煉
瓦
搆
に
は
ど

こ
と
な
く
明
治
調
が
た
だ
よ
っ
て
い
る
。
本
寺
に

つ
い
て
は
元
旦
号
の
初
附
案
内
で
も
紹
介
し
た

が
、
宿
内
で
も
格
式
を
跨
る
古
刹
で
あ
る
。
先
号

で
述
べ
た
二
丁
目
人
別
帳
に
も
住
持
以
下
所
化
僧

三
名
鑪
つ
き
一
名
下
男
一
名
計
六
名
の
名
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
規
模
や
寺
格
を
晤
っ
て

い
る
。
し
か
し
千
住
っ
子
に
と
っ
て
は
お
え
ん

ま
様
と
ぽ
ろ
市
の
印
象
が
な
じ
み
深
い
。

境
内
え
ん
ま
窒
に
は
六
尺
余
り
の
朱
塗
り
の

え
ん
ま
大
王
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
元
年

【

】
七
(
九
)
開
眼
と
あ
る
か
ら
二
百
年
近
く

も
町
民
に
覯
し
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
天

保
九
年
刊
の
東
都
議
事
記
、
一
月
十
六
日
え
ん

ま
参
り
の
項
に
も
、
区
内
で
は
本
寺
と
金
蔵
寺

が
配
さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
薮
入
り
で
宿
下
が
り

の
小
僧
さ
ん
で
賑
わ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
え
ん

ま
は
梵
語
で
静
息
の
意
と
か
で
、
圸
嶽
さ
え
安
息

す
る
と
言
う
こ
と
か
ら
薮
入
休
日
と
紬
び
つ
い
た

儒
仰
だ
っ
た
ら
し
い
。
今
も
こ
の
え
ん
ま
様
は
一

月
と
七
月
の
十
五
、
十
六
日
の
ご
開
帳
日
に
は
香

煙
の
た
え
な
い
に
き
わ
い
で
あ
る
。
そ
れ
に
く
ら

べ
る
と
二
の
日
七
の
日
の
ぽ
ろ
市
は
す
っ
か
り
さ

ぴ
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
昔
街
道
往
来
の
旅
人

が
脱
き
捨
て
た
衣
類
販
売
が
起
り
と
さ
れ
て
い
る

こ
の
市
も
明
冶
大
正
時
代
は
境
内
か
ら
旧
道
ま
で

も
露
店
で
埋
め
つ
く
す
程
の
盛
況
で
あ
っ
た
と
召

う
。
今
は
数
軒
の
店
が
境
内
に
並
ぴ
昔
の
名
残
り

を
と
ど
め
て
い
る
に
す
き
な
い
。
時
と
と

も
に

「
市
」
の
役
目
も
変
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

本
紙
に
も
度
々
引
用
し
た
千
住
宿
の
配
録
「
旧

考
鍄

」
の
著
者
水
野
彦
右
ヱ
門
(
政
重
)
は
こ
の

二
丁
目
の
町
役
人
を
勤
め
、
そ
し
て
本
寺
の
檀
家

で
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
旧
考
録
に
は
本
寺
に
つ

い
て
の
記
録
が
多
い
。
そ
の
中
に
『
鶴
亀
竹
』
の

項
が
あ
る
。

こ
れ
は
将
軍
家
お
立
寄
り
の
際
の
休
息
所
と
し

て
建
て
ら
れ
た
御
殿
跡
地
に
、
世
に
も
ふ
し
き
な

竹
が
生
え
た
と
い
う
記
録
で
あ
る
。
「
文
化
十
四

丁
丑
年
(
一
(
一
七
)
勝
専
寺
境
内
御
殿
跡
地
に

麭
亀
の
形
し
た
る
竹
生
じ
、
御
代
官
並
に
御
鳥
見

方
へ
訴
え
候
。
尤
も
珍
事
に
候
閧
、
渚
人
見
物
畊

集
な
す
。
」と
述
べ
、
更
に
「
勦
の
方
、
高
さ
二
尺

五
寸
、
首
よ
り
尾
ま
で
三
尺
五
寸
。
亀
の
方
、
首

よ
り
尾
ま
で
七
尺
二
寸
、
樸
巾
四
尺
。
」
と
寸
法

を
記
し
、
そ
の
写
生
図
も
職
せ
て
い
る
。
た
し
か

に
そ
の
図
を
見
る
と
紡
亀
そ
っ
く
り
の
形
を
し
て

い
る
。
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
自
然
に
生
え
出
し
た

も
の
と
す
れ
ば
正
に
珍
事
だ
っ
た
に
違
い
な

い
。
物
見
高
い
江
戸
子
か
群
集
し
た
と
あ
る

も
無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
御
殿
跡
地
の

出
来
事
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ぞ
将
軍
家
延
年

長
寿
の
瑞
祥
と
し
て
、
お
そ
ら
く
は
代
官
所

か
ら
家
斉
将
軍
の
上
聞
に
も
達
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。「
め
ず
ら
し
き
こ
の
つ
る
か
め
の
竹

取
や
、
ま
だ
見
ぬ
人
に
も
の
が
た
り
せ
ん
。

東
作
」
は
当
時
の
見
聞
歌
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
奇
竹
は
間
も
な
く
枯
れ
て
し
ま
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

当
寺
の
宝
物
に
千
手
観
音
像
が
あ
る
。
荒
川
の

河
底
か
ら
拾
い
上
げ
ら
れ
た
と
伝
わ
り
、
そ
し
て

千
住
の
地
名
は
こ
の
千
手
か
ら
起
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
仏
像
で
あ
る
。

(こ
の
項
つ
づ
く
)

勝專寺のおえんま様

水
泳
シ
ー
ズ
ン
に

そ
な
え
て

●
区
民
初
心
者

水
泳
講
習
会

区
教
育
委
員
会
で
は
、水
難
事
故
の

防
止
と
仙
暝
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

初
心
者
水
泳
講
習
会
全
開
催
し
ま
す
。

今
年
こ
そ
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
第
一
次
…
七
月
十
六
日
I
ニ

十
日
の
五
日
間
　
第
二
次
…
人
月
六
日

～
十
日
の
'五
日
閧

時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
六
時
三
十
分
?
(

時
三
十
分

▼
場
所
　
足
立
区
体
育
館
プ
ー
ル
(
中

央
本
町
一
丁
目
十
七
!
二
)

▼
参
加
資
格
　
足
霆
区
在
住
、
在
勤
、

在
学
(
鳥
校
生
以
上
)
で
、
全
く
泳
げ

な
い
方

▼
申
込
み
先
　
教
育
委
員
会
体
育
課
体

育
振
興
係
(
足
立
区
千
住
仲
町
五
(
)

定
員
各
百
名
に
な
り
し
だ
い
締
切
り

▼
申
込
み
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
、
ま
た

は
係
に
備
え
つ
け
の
用
紙
に
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
と
第

一
次
か
第
二
次
の
別
を
記
入
の
う
え
郵

送
か
直
接
窓
口
へ

▼
受
講
者
に
は
最
近
一
ヶ
月
以
内
の
水

泳
が
可
能
で
あ
る
旨
の
健
康
診
断
一

を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
受
講
料
　
無
料

●
第
二
次
プ
ー
ル
管
理
要
員

養
成
講
習
会

区
で
は
、
夏
期
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る

水
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、水

上
安
全
法
、救
急
法
の
講
習
会
を
開
揣

し
ま
す
。プ
ー
ル
活
動
を
計
画
し
て
い

る
地
域
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
齡
加
く
だ
声

い
。

▼
時
時
　
七
月
十
日
?
十
四
日
午
後

二
十
分
?
(
時
三
十
分

▼
会
場
　
十
・
十
四
日
―
区
青
年
館

十
三
日
―
区
体
育
館
プ
ー
ル

▼
対
象
…
一
般
区
民

▼
定
員
…
(
十

名
　
▼
受
講
料
…
無
料

▼
講
師
　
日
赤
救
急
法
・
水
上
安
全
法

技
術
指
導
員

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
電
銛
で
、

区
教
育
委
員
会
体
育
課
へ
。

※
参
加
者
は
、
水
着
、医
師
の
健
康
診

断
一

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

募
集

区
で
は
薬
剤
散
布
作
業

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
次
の

要
領
で
募
集
し
ま
す
。

期
間
…
(
月
二
十
日
?
九
月
三
十
日

資
格
…
十
八
歳
以
上
の
男
子

賃
金
…
二
日
千
九
百
円

勤
務
…
午
前
(
時
三
十
分
?
午
後
五
時

(
日
曜
・
祝
日
は
休
み
、
土
曜

日
は
半
日
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
管
理

課
衛
生
係
へ
。

場
所
　
埼
玉
県
加
須
市
む
さ
し
の
村
七

ン
タ
ー

申
込
み
期
限
　
七
月
二
十
日
(
金
)

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
福

祉
係
へ
ど
う
ぞ
。
な
お
、
足
立
区
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会
、
肢
体
不
自
由
児
父
母

の
会
で
も
申
込
み
の
取
り
ま
と
め
を
し

て
い
ま
す
。

学校給食費

改訂のお知らせ

昭
和
四
十
(
年

六
月
か
ら
、
保
護

者
負
担
の
給
食
贊

が
次
の
と
お
り
改

訂
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に

栄
養
価
の
高
い
給

食
を
行
な
う
た
め

の
原
材
料
必
要
t

と
値
段
を
最
低
限

に
お
さ
え
算
出
さ
れ
ま
し
た
の
が
今
回

の
改
訂
価
額
と
な
り
ま
す
の
で
何
と
ぞ

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
8

、
ご
不
明
の
点
は
、
直
接
学
校

ま
た
は
教
育
委
員
会
学
校
保
健
係
へ
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学校給食費改定 額

部
落
問
題
の
理

解
の
た
め
に
(
1
6
)

「
今
は
も
う
差
別
す
る
者
な
ど
い

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
声
を

聞
く
亊
が
あ
る
が
、
マ
ス
コ
ミ
等
に

お
い
て
、
た
え
ま
な
く
差
別
事
件
が

発
生
し
て
い
る
現
在
、
我
々
は
そ
れ

等
の
声
に
納
得
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。最

近
の
例
を
あ
け
る
と
、日
本
テ

レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
、若
手
官
僚
遠

の
座
談
会
に
お
い
て
な
さ
れ
た
差
別

発
言
「(
庶
民
と
比
較
し
て
)
僕
等

を
こ
う
、特
殊
懿
落
的
に
み
て
る
面

が
あ
る
ん
じ
や
な
い
か
」と
か
、昨

年
出
版
さ
れ
た
「女
性
の
能
力
開
発
」

と
い
う
本
に
お
け
る
「
女
性
は
人
類

並
み
の
取
り
扱
い
を
受
け
ず
、
特
殊

部
落
の
住
人
と
し
て
・・・
」
等
々
数
え

あ
げ
れ
ぱ
き
り
が
な
い
。
「
特
殊
都

落
」
と
い
う
言
葉
は
都
落
の
賎
称
で

あ
り
、
良
い
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
社
会
常
識
と
か
け
離
れ
た
集
団

・
人
類
以
下
の
集
団
と
い
う
よ
く
な

い
も
の
を
さ
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。
た
と
え
、
こ
れ
等
の
発

言
者
が
、
主
観
的
に
は
部
落
を
差
別

す
る
つ
も
り
で
は
な
く
と
も
、
我
々

部
落
民
は
深
く
傷
付
く
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
今
の
社
会
の
中
で

は
、
差
別
が
充
満
し
て
お
り
、
知
ら

ず
知
ら
ず
に
人
々
は
差
別
観
念
の
と

り
こ
と
な
っ
て
い
る
。

(部
落
解
放
同
盟
足
立
支
懿
)

心
身
障
害
児

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

区
で
は
心
身
障
害
の
お
子
さ
ん
を
対

象
に
、レ
ク
リ
エ
ー
ジ
'
ン
を
行
な
い

ま
す
。

期
日
　
第
一
回
(
梢
神
薄
弱
児
を
対
象

に
)
(

月
九
日
(
木
)
第
二
回
(
身

体
障
害
児
を
対
象
に
)
(

月
十

日
(

金
)

定
員
　
精
神
薄
弱
児
上
二
〇
〇
人

身
体
障
害
児
―
二
O
O

人

対
象
と
な
る
の
は
十
(
歳
未
満
の
児

童
で
、
付
忝
一
名
が
必
要
で
す
。

費
用
　
無
料
(
昼
食
・
粟
子
等
は
用
意

し
て
あ
り
ま
す
)

お
す
み
で
す
か

児
童
手
当
な
ど
の

現

況

届

つ
き
の
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
六
月
中
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
と
、
昭
和
四

十
(
年
度
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ま
だ
届
け
出
を
す
ま
せ

て
い
な
い
方
は
至
急
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
児
童
手
当

往
復
は
が
き
に
よ
る
届
番
を
送
付
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
扶
養
手
当
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

証
一
と
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、
直

接
福
祉
課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
課
児
亰
手
当
係

へ
ど
う
ぞ
。

□
特
別
区
民
税
}

□
都
民
税
}
(
個
人
分
)

第
一
期
分
は

6
月
3
0日
が
納
期
限
で
す

地
域
地
区
改
定
の

都
の
説
明
会
が
あ
り
ま
す

先
に
新
ら
し
い
地
域
地
区
の
指
定
を

行
な
う
た
め
、
区
が
要
望
し
た
試
案
に

対
し
て
、
都
が
調
整
案
の
説
明
会
を
、

産
業
振
興
館
で
開
き
ま
し
た
。
こ
の
案

に
は
、
建
築
物
の
用
途
・
規
模
・
構
造

を
規
制
す
る
用
途
地
域
と
、
日
照
な
ど

で
問
胆
に
な
る
建
築
物
の
高
さ
を
押
さ

え
る
高
度
地
区
と
が
あ
り
ま
す
が
、
特

に
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
高
窟

地
区
だ
け
を
四
月
十
九
日
に
、
区
の
賦

案
ど
お
り
に
都
が
指
定
し
、
現
在
こ
の

規
制
に
よ
っ
て
、取
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
遅
れ
て
い
る
用
途
地
域
に
つ

い
て
、
今
年
中
に
は
指
定
を
終
る
よ
う

都
が
作
業
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
よ
い

よ
、
都
の
説
明
会
が
開
か
れ
る
は
こ
ぴ

に
な
り
ま
し
た
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
や
営
業
に
、
直
接
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
非
常
に
大
切
な
事
柄
で
す
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
方
が
出
席
さ
れ
る
よ
う
ご

案
内
し
ま
す
。

▽
日
時
　
六
月
二
十
一
日
(
木
)
午
後
　
　

二
時
?
午
後
四
時

▽
場
所
　
産
業
振
興
館
公
会
堂
(
区
役

所
と
な
り
)

▽
説
明
者
　
都
首
都
整
備
局
職
員

掲
示
板

■
母
子
家
庭
を

施
設
へ
招
待

区
で
は
母
子
家
庭
を
対
象
に
、
施

設
へ
の
招
待
を
次
の
よ
う
に
行
な
い

ま
す
。

期
日
　
(

月
一
日
I
ニ
十
一
日
の
期

間
中
一
回

場
所
　
東
京
マ
リ
ン
(
足
立
区
栗
原

町
六
〇
二
番
地
)

招
待
者
　
母
子
家
庭
保
護
者
の
ほ
か

児
童
二
名
ま
で

招
待
方
法
　
七
月
申
に
母
子
家
庭
へ

直
接
、
無
料
入
場
券
を
お
送
り
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
福
祉
係
へ

お
米
は登

録
店
で

買
い
ま
し
ょ
う

■
防
犯
灯
補
助
金
交
付
の

届
出
は
終
り
ま
し
た
か

届
出
受
付
は
六
月
三
十
日
ま
で
で

啼
切
ら
れ
ま
す
。

今
回
届
出
の
な
い

と
こ
ろ
(
町

会
、
自
治
会
単
位
)
は
補
助
金
の
交

付
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

民
有
防
犯
灯
は
補
助
金
交
付
要
綱

に
も
と
づ
き
、
従
来
か
ら
の
袖
助
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
四
十
八

年
度
か
ら
全
町
会
、
自
治
会
と
も
、

そ
の
団
体
単
位
で
管
理
灯
数
の
届
出

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
f
認
定
区
遭
上
に
設
置
さ

れ
た
民
有
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
寄

付
を
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
同
時

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
は
、
区
役
所
第
二
庁
合
衝
路

照
明
係
へ
ど
う
ぞ
。

※
届
出
用
紙
と
添
付
す
る
地
図
は
、

同
係
で
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
老
人
医
療
証
が

切
り
替
え
に

七
十
歳
以
上
の
万
に
対
し
て
、
こ

と
し
の
一
月
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る

寿
老
人
医
療
費
受
給
者
征
、
橲
医
療

趾
が
更
新
に
な
り
ま
す
。

切
り
替
え
の
時
期
　
七
月
一
日

切
り
替
え
の
方
法

七
月
一
日
以
後
の
受
給
資
格
を
係

で
磁
認
の
う
え
、
新
し
い
医
東
証
を

六
月
末
日
頃
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

現
在
医
療
証
を
お
持
ち
の
万
は
、
そ

の
ま
ま
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

六
十
五
歳
ヱ
(
十
九
敬
の
方
で
、

係
か
ら
さ
き
に
お
送
り
し
た
権
医
療

証
交
付
申
請
書
を
ま
だ
提
出
し
て
い

な
い
方
は
至
急
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
次
に
骸
当
す
る
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

①
都
外
の
医
療
機
関
で
珍
療
を
受
け

る
と
き

③
付
忝
看
護
料
・
移
送
費
・
コ
ル
セ
'

卜
代
金
な
ど
亟一
廉
養
費
払
い
し

た
と
き

申
請
・
問
い
合
わ
せ
は

区
役
所
医
療
係
へ
ど
う
ぞ
。

■
学
校
給
食
調
理
の

パ
ー
ト
募
集

期
間
…
二
か
月
(
一
か
月
二
十
日
一

用
)

勤
務
…
土
曜
日
を
除
く
午
前
九
時
?

午
後
三
時

勤
務
場
所…
区
立
小
・
中
学
校

賃
金
…
時
間
二
百
五
十
円
(
最
高
)

募
集
人
員
・・・
若
干
名

そ
の
他
…
健
康
な
女
性
で
年
齢
四
十

歳
未
嘴
の
方

問
い
合
わ
せ
は
区
教
育
委
員
会
学
校

保
健
係
へ
ど
う
ぞ
。

■
足
立
職
安

仮
庁
舎
に
移
転

足
立
公
共
恥
業
安
定
所
で
は
、
庁

舎
新
築
の
た
め
、
当
分
の
'闃
仮
庁
舎

で
葉
務
を
行
な
い
ま
す
。

現
庁
舎
で
の
業
務
取
扱
い
は
六
月

三
十
日
ま
で
、
仮
庁
舎
で
の
業
務
開

始
は
七
月
二
日
か
ら
で
す
。

仮
庁
舎
所
在
地

東
綾
瀬
一
一

一
(

千
代
田
線
綾
瀬
駅
下
車
徒
歩
三
分
)

▽
手
話
に
よ
る
求
職
相
談

耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
の
求
靆

に
、
手
話
通
訳
の
方
を
招
い
て
相
験

に
応
じ
て
い
ま
す
。
日
時
-
毎
月
慎

一
第
二
火
曜
日
・
午
前
十
時
?
午
椪

四
時
曾
(
【
ニ
-
匸
】
(
七

訂
正
六
月
五
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
、
地
方
税

法
改
正
の
記
事
中
「
④
障
害
者
・
S

婦
・
動
労
学
生
控
除
の
引
上
げ
」
を

「
④
陣
客
者
・
寡
婦
・
老
年
者
・
勤

労
学
生
控
除
の
引
上
げ
」
に
「
⑤
障

客
者
・
寡
婦
・
勤
労
学
生
の
非
課
税

限
度
額
の
引
上
げ
J
*
「
⑤
陣
害
者

・
寡
婦
・
老
年
者
・
未
成
年
者
の
非

課
税
限
度
額
の
引
上
げ
」
に
訂
正
し

ま
す
。

■ たばこは区内で買いましょう　　　　 ■ 災害に泣くも泣かぬも心がけ　　　　 ■ 消火器の悪質販売にご注意 Y・丶K・2G800)


